
【重点事業】（新規） 

 

ものづくり人材育成日本一プロジェクト 
 
１ 事業目的 
  県内ものづくり企業等の協力を得ながら，県立工業高校，工業系学科の生徒に 
“ものづくり”に対する高い「技と心」を育む取組を実施することにより，新たな
時代に求められる「高い技能を有し，ものづくりに対する『情熱』や『積極性（探
究心）』などを有した人材」を育成する。 

 

２ 事業内容 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予算額 

１５，５１４千円（新規） 

ものづくり人材育成日本一プロジェクト 

～ 時代が求める人材を恒常的に育成できる仕組みの構築 ～ 

生徒一人一人の「技と心」の向上に向けた取組 

スキルアップセミナー ひろしま“ものづくり”技能検定 

◆企業の協力を得て技能基準を作成し，技能レベルの

“見える化”と“企業との共有化”を図る 

◆６部門それぞれで１～10 級を設定 

◆工業科生徒全員が参加 

◆１～５級の検定は企業の協力を得て実施（年３回）

◆６～１０級の検定は各学校で実施 

◆工業科生徒のうち希望者が参加 

◆技能検定の実施時期に合わせて，技能レ

ベルに応じた集中講座を実施(年６回) 

※第１回目は著名な技術者による特別講演 

◆ひろしまマイスター等の高度技術者等に

よる技能レベルに応じた直接指導 

旋盤，電気工事，電子回路組立，木材加工，

測量，化学分析 の６部門で実施 

◆ものづくりコンテスト

中国大会，全国大会出

場者に対する特別対策

の実施 6~10 級
(基礎)

4~5 級
(標準)

1~3 級
(企業が求めるレベル)

≪技能レベルイメージ≫ ≪国家資格イメージ≫

２級以上 

３級 
 本県技能検定 3 級以上は，
 国家資格と同レベルに設定
 ※１級は高校生では受検不可

技能士３級以上取得の推奨

日々の教育活動の充実

新たな時代に求められる技能系人材の育成 

SET（Super Engineering Teacher）  

◆ものづくり企業を退職した“熟練技能者”を県内工業科拠点校(６部門)に配置し，関連校を巡回指導 

 
対生徒：授業，放課後における技能指導      ⇒ 一流の“技と心”を伝承 

 対教員：指導方法の助言や教員のスキルアップ指導 ⇒ 技能の向上，指導力の向上 

匠の 
サイクル 


